
市民意識調査を実施しました
　市では、平成 29年度を初年度とする新たな 10年
間のまちづくりの指針を示す次期大田原市総合計画
の策定を進めています。
　市民の皆さまのご意見を計画づくりに活かすため、
今年２月に市民意識調査を実施しましたので、その
概要をお知らせします。

●調査対象…市内在住の 18歳以上の方 3000 人　　
●抽出方法…無作為抽出　　　　　
●調査方法…郵送方式
●回収率…49.5％

問政策推進課　Ａ１階
　（２３）８７０１

①大田原市の住み心地について

③大田原市への愛着について

④行政が行う施策の重要度（上位回答項目） ⑤行政が行う施策の満足度（上位回答項目）

②大田原市への定住意向について

　「住みやすい」「どちらかといえば住みやすい」
の回答を合わせて『住みやすい』と感じている割
合は 66.2％になりました。

　「強くもっている」「ある程度もっている」
の回答を合わせて『愛着をもっている』割合は
70.2％になりました。

　「ずっと住み続けたい」「どちらかといえば住
み続けたい」の回答を合わせて『住み続けたい』
と感じている割合は 74.7％になりました。

50 060 1070 2080 3090 40100 50

無回答

住みやすい

強くもって
いる

ずっと
住み続けたい

どちらかと
いえば
住み続けたい

1. 学校教育の充実 1. 上水道の整備

（73.8%の方が重要であると回答しました）
（33.0%の方が満足していると回答しました）
「不満である」は 7.5%、「どちらともいえない」は 39.4%

2. 高齢者福祉の充実 2. 健康づくりの推進

3. 子育て支援の充実 3. 学校教育の充実

4. 健康づくりの推進 4. 子育て支援の充実

5. 青少年の健全育成 5. 下水道の整備
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　今回の調査の結果では、７割以上の方々から
大田原市に「住み続けたい」、「愛着がある」と
いった回答がありました。
　また、市の施策については「学校教育の充
実」、「子育て支援の充実」、「健康づくりの推進」
が重要度、満足度ともに上位５項目に含まれて
いる反面、「公共交通の整備」や「商業の振興」
が不満度の高い結果となりました。
　これらの結果を踏まえ、今後も市民の皆さま
が「住んでよかった」と思えるまちづくりを進
めてまいります。
　なお、詳しい調査結果については市ホーム
ページに掲載しています。

⑥行政が行う施策の不満度（上位回答項目）

⑧ゆたかな老後を送るために必要と思うこと
　（上位回答項目）

⑨今後参加したい市民活動（上位回答項目）

⑩将来に望まれるまちについて（上位回答項目）

⑦必要と思う少子化対策（上位回答項目）
※複数回答可
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1. 公共交通の整備

1. 健康に
　 不安がないこと

1. 保健・医療
　健康づくり

1. 医療・福祉サービス
　の充実したまち

2. 高齢者・障がい者が
　安心して暮らせるまちう

3. 少子化対策の
　　充実したまち

4. 豊かな自然に
　　恵まれたまち

5. 買い物が楽しめる
　　商業が盛んなまち

1. 子育てをしながら
　気兼ねなく働ける
　職場環境の整備

2. 子育て世帯に対する
　 経済的支援の充実

3. 安心して子供を育
　てられる生活環境
　の整備

4. 保育所などの子育
　て支援サービスの
　充実

5. 安定した家庭を築　 
    くための就労支援

（21.1% の方が不満であると回答しました）

2. 商業の振興

2. 家族がいること 2. 学校教育・生涯学習

3. 道路・河川の整備

3. 財産や預金が
　　足りていること 3. スポーツ活動

4. 社会保障の充実

4. 年金や退職金が
　　　もらえること

4. 高齢者
　障がい者支援

4. 観光の振興

5. 老人ホームなどの
　福祉施設が
　充実していること

5. 芸術・文化
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